
(57)【要約】

【課題】反転駆動に伴う縦縞状または横縞状のムラを低

減して更なる高画質化を可能にし、かつ反転駆動に要す

る消費電力の更なる削減を可能にする液晶表示装置を提

供する。

【解決手段】本発明による液晶表示装置では、隣接する

２つの画素行ごとに３本のゲート線が設けられている。

第１のゲート線は２つの画素行の一方に含まれる画素に

のみ接続され、第２のゲート線は各画素行に含まれる画

素の両方に接続され、第３のゲート線はそれら２つの画

素行の他方に含まれる画素にのみ接続されている。好ま

しくはゲートオン電圧が、第１のゲート線、第２のゲー

ト線、及び第３のゲート線の順に水平周期の2／3倍ずつ

印加される。それにより、隣接する２つの画素行の一方

に対してのみゲートオン電圧が印加される期間と、他方

に対してのみゲートオン電圧が印加される期間との間に

、各画素行に含まれる画素に対してゲートオン電圧が同

時に印加される期間が設けられている。

【選択図】図3
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 、
　 前 記 基 板 の 上 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の 画 素 か ら 成 り 、 隣 接 す る 第 １ の 画 素
行 と 第 ２ の 画 素 行 と を 含 む 画 素 マ ト リ ッ ク ス 、
　 前 記 基 板 の 上 で 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 延 び 、 前 記 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る 画
素 の い ず れ か に 接 続 さ れ て い る 第 １ の ゲ ー ト 線 、
　 前 記 基 板 の 上 で 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 延 び 、 前 記 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る 画
素 の い ず れ か と 、 前 記 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま れ る 画 素 の い ず れ か と 、 に 接 続 さ れ て い る 第 ２
の ゲ ー ト 線 、 及 び 、
　 前 記 基 板 の 上 で 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 延 び 、 前 記 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま れ る 画
素 の い ず れ か に 接 続 さ れ て い る 第 ３ の ゲ ー ト 線 、
を 備 え て い る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ る 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 、
　 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ る 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 、 及 び 、
　 前 記 第 ３ の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ る 第 ３ の ゲ ー ト 駆 動 部 、
を さ ら に 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 駆 動 部 が 前 記 基 板 に 集 積 化 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 と が 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向
で 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス を 隔 て て 互 い に 対 向 し て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 駆 動 部 が 、 水 平 周 期 の 2倍 に 等 し い 期 間 中 に 、 ゲ ー ト オ ン
電 圧 を 前 記 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 線 に 順 番 に 供 給 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 線 の そ れ ぞ れ に 対 す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 印 加 期 間 が 水 平 周
期 の 1／ 3倍 ～ 1倍 ず つ 互 い に 重 な っ て い る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 の う ち 、 ２ つ は 前 記 第 １ の ゲ ー ト 線 に
接 続 さ れ 、 残 り １ つ は 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 の う ち 、 １ つ は 前 記 第 ２ の ゲ ー ト 線 に
接 続 さ れ 、 残 り ２ つ は 前 記 第 ３ の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ て い る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 基 板 の 上 で 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 に 延 び 、 各 画 素 に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る
第 １ の デ ー タ 線 と 第 ２ の デ ー タ 線 、 を 前 記 液 晶 表 示 装 置 が 更 に 備 え 、
　 前 記 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 の う ち 、 少 な く と も １ つ は 前 記 第 １ の
デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 残 り は 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 の う ち 、 少 な く と も １ つ は 前 記 第 ２ の
デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 残 り は 前 記 第 １ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て い る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 を 、 第 １ の 画 素 、 第 ２ の 画 素 、 及 び 第
３ の 画 素 、 と し 、
　 前 記 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 で あ り 、 前 記 第 １ の 画 素 、 前 記 第 ２ の
画 素 、 及 び 前 記 第 ３ の 画 素 、 の そ れ ぞ れ に 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 で 隣 接 す る ３ つ
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の 画 素 を 、 第 ４ の 画 素 、 第 ５ の 画 素 、 及 び 第 ６ の 画 素 、 と す る と き 、
　 前 記 第 １ の 画 素 は 前 記 第 １ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 画 素 は 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 に
接 続 さ れ 、 前 記 第 ３ の 画 素 は 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 ４ の 画 素 は 前 記 第 １ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ５ の 画 素 は 前 記 第 １ の デ ー タ
線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ６ の 画 素 は 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て い る 、
請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 を 、 第 １ の 画 素 、 第 ２ の 画 素 、 及 び 第
３ の 画 素 、 と し 、
　 前 記 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 で あ り 、 前 記 第 １ の 画 素 、 前 記 第 ２ の
画 素 、 及 び 前 記 第 ３ の 画 素 、 の そ れ ぞ れ に 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 で 隣 接 す る ３ つ
の 画 素 を 、 第 ４ の 画 素 、 第 ５ の 画 素 、 及 び 第 ６ の 画 素 、 と す る と き 、
　 前 記 第 １ の 画 素 は 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 画 素 は 前 記 第 １ の デ ー タ
線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ３ の 画 素 は 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 第 ４ の 画 素 は 前 記 第 １ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ５ の 画 素 は 前 記 第 ２ の デ ー タ
線 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ６ の 画 素 は 前 記 第 １ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て い る 、
請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ の デ ー タ 線 と 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 と で は そ れ ぞ れ に 対 し て 印 加 さ れ る デ ー タ 電
圧 の 極 性 が 異 な る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 、 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 ま た は 列 方 向 の 少 な く と も い ず れ
か で 隣 接 す る 所 定 数 の 画 素 毎 に 異 な る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 デ ー タ 電 圧 の 極 性 が フ レ ー ム 毎 に 異 な る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の 画 素 行 と 前 記 第 ２ の 画 素 行 と の そ れ ぞ れ に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 が 、
赤 色 画 素 、 緑 色 画 素 、 及 び 青 色 画 素 か ら 成 る 、 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 基 板 、
　 前 記 基 板 の 上 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の 画 素 か ら 成 り 、 隣 接 す る 第 １ の 画 素
行 と 第 ２ の 画 素 行 と を 含 む 画 素 マ ト リ ッ ク ス 、
　 前 記 基 板 の 上 で 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 延 び 、 前 記 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る 画
素 の い ず れ か に 接 続 さ れ て い る 第 １ の ゲ ー ト 線 、
　 前 記 基 板 の 上 で 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 延 び 、 前 記 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る 画
素 の い ず れ か と 、 前 記 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま れ る 画 素 の い ず れ か と 、 に 接 続 さ れ て い る 第 ２
の ゲ ー ト 線 、 及 び 、
　 前 記 基 板 の 上 で 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 延 び 、 前 記 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま れ る 画
素 の い ず れ か に 接 続 さ れ て い る 第 ３ の ゲ ー ト 線 、
を 備 え て い る 液 晶 表 示 装 置 、 を 駆 動 す る 方 法 で あ り 、
　 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 、 水 平 周 期 の 2倍 に 等 し い 期 間 中 に 、 前 記 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 線
に 対 し て 順 番 に 印 加 す る 段 階 、
を 含 む 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 線 の そ れ ぞ れ に 対 し 、 短 く と も 水 平 周 期 の 2／ 3倍 に 等 し い
時 間 ず つ ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 印 加 す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 線 の そ れ ぞ れ に 対 す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 印 加 期 間 を 水 平 周
期 の 1／ 3倍 ～ 1倍 ず つ 互 い に 重 ね る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
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【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 基 板 の 上 で 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 に 延 び 、 各 画 素 に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る
第 １ の デ ー タ 線 と 第 ２ の デ ー タ 線 、 を 前 記 液 晶 表 示 装 置 が 更 に 備 え て い る 場 合 、 前 記 第 １
デ ー タ 線 と 前 記 第 ２ の デ ー タ 線 と の そ れ ぞ れ に 対 し 、 極 性 の 異 な る デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る
、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 、 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 ま た は 列 方 向 の 少 な く と も い ず れ
か で 隣 接 す る 所 定 数 の 画 素 毎 に 変 化 さ せ る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法
。
【 請 求 項 ２ ０ 】
デ ー タ 電 圧 の 極 性 を フ レ ー ム 毎 に 変 化 さ せ る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方
法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 液 晶 表 示 パ ネ ル 上 に 形 成 さ れ た 電 極 の 構 造 及 び そ の
駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） は 、 従 来 の ブ ラ ウ ン 管 （ Ｃ Ｒ Ｔ ） よ り 小 型 軽 量 化 及 び 大 画 面 化
に 優 れ て い る 。 そ れ に よ り 、 液 晶 表 示 装 置 は 特 に 、 携 帯 電 話 、 携 帯 情 報 端 末 （ Ｐ Ｄ Ａ ） 、
デ ジ タ ル カ メ ラ 、 ビ デ オ カ メ ラ 等 の 携 帯 用 電 子 機 器 に 搭 載 さ れ て い る 。 液 晶 表 示 装 置 は そ
の 他 に 、 デ ス ク ト ッ プ 型 パ ソ コ ン の モ ニ タ ー や 大 型 の 表 示 装 置 と し て も 多 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 各 画 素 で は 、 ２ つ の 電 極 が 一 定 の 間 隔 で 対 向 し 、 そ れ ら の 間 に 液 晶 層 が
挟 ま れ て い る 。 液 晶 表 示 装 置 は 、 そ れ ら ２ つ の 電 極 の 間 に 電 圧 を 印 加 し て 液 晶 層 に 電 界 を
生 成 し 、 更 に 、 そ の 電 界 の 強 度 を 画 素 ご と に 調 節 し 、 液 晶 層 を 通 過 す る 光 の 量 を 画 素 ご と
に 調 節 す る 。 そ れ に よ り 、 所 望 の 画 像 が 画 面 に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 液 晶 に 対 し て 一 方 向 の 電 界 が 長 時 間 印 加 さ れ る と 、 そ の 液 晶 は 劣 化 し や す い 。 そ の 劣 化
を 防 ぐ た め に 、 液 晶 表 示 装 置 で は 、 各 画 素 の ２ つ の 電 極 間 の 電 圧 の 極 性 を 周 期 的 に （ 好 ま
し く は フ レ ー ム ご と に ） 反 転 さ せ る 。 そ れ に よ り 、 画 質 を 長 期 間 、 一 定 の レ ベ ル 以 上 に 維
持 し て い る 。 し か し 、 上 記 の 極 性 反 転 を 全 て の 画 素 で 共 通 に 行 え ば 、 画 面 に ち ら つ き （ フ
リ ッ カ ） が 生 じ る 。 そ こ で 、 ２ つ の 電 極 間 の 電 圧 の 極 性 を 更 に 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 、
若 し く は 列 ご と に 、 ま た は 画 素 （ ド ッ ト ） ご と に 反 転 さ せ 、 フ リ ッ カ を 抑 え て い る （ ラ イ
ン 反 転 駆 動 、 列 反 転 駆 動 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2002－ 62852号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ラ イ ン 反 転 駆 動 、 列 反 転 駆 動 、 及 び ド ッ ト 反 転 駆 動 の い ず れ で も 、 消 費 電 力 の 更 な る 削
減 が 問 題 で あ る 。
　 反 転 駆 動 に は 更 に 次 の よ う な 問 題 が あ る 。 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 や 列 方 向 で 隣 接 す
る 画 素 間 に は 一 般 に 、 電 極 間 の 電 圧 の キ ッ ク バ ッ ク や 、 電 極 間 の 結 合 容 量 に 差 が あ る 。 そ
れ ら の 差 は 、 ラ イ ン 反 転 駆 動 で は 画 面 上 に 縦 縞 状 の ム ラ を 引 き 起 こ す お そ れ が あ り 、 列 反
転 駆 動 で は 画 面 上 に 横 縞 状 の ム ラ を 引 き 起 こ す お そ れ が あ る 。 そ れ ら の ム ラ に よ り 、 液 晶
表 示 装 置 の 更 な る 高 画 質 化 が 阻 ま れ て い る 。
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 反 転 駆 動 に 伴 う 縦 縞 状 ま た は 横 縞 状 の ム ラ を 低 減 し て 更 な る 高 画 質
化 を 可 能 に し 、 か つ 反 転 駆 動 に 要 す る 消 費 電 力 の 更 な る 削 減 を 可 能 に す る 液 晶 表 示 装 置 、
の 提 供 を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、
　 基 板 、
　 そ の 基 板 の 上 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 形 成 さ れ た 複 数 の 画 素 か ら 成 り 、 隣 接 す る 第 １ の 画 素
行 と 第 ２ の 画 素 行 と を 含 む 画 素 マ ト リ ッ ク ス 、
　 そ の 基 板 の 上 で 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 延 び 、 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る 画 素 の い ず
れ か に 接 続 さ れ て い る 第 １ の ゲ ー ト 線 、
　 そ の 基 板 の 上 で 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 延 び 、 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る 画 素 の い ず
れ か と 、 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま れ る 画 素 の い ず れ か と 、 に 接 続 さ れ て い る 第 ２ の ゲ ー ト 線 、
及 び 、
　 そ の 基 板 の 上 で 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 延 び 、 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま れ る 画 素 の い ず
れ か に 接 続 さ れ て い る 第 ３ の ゲ ー ト 線 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 の う ち 、 ２ つ は 第 １ の ゲ ー ト
線 に 接 続 さ れ 、 残 り １ つ は 第 ２ の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま
れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 の う ち 、 １ つ は 第 ２ の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ 、 残 り ２ つ は 第 ３ の ゲ
ー ト 線 に 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 、 そ れ ら ３ つ の 隣 接 す る 画 素 は 好 ま し く は 、 赤 色 画 素 、
緑 色 画 素 、 及 び 青 色 画 素 か ら 成 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 水 平 周 期 の 2倍 に 等 し い 期 間 中 に 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 第 １ な い し 第 ３ の ゲ
ー ト 線 に 順 番 に 供 給 さ れ る 。 更 に 好 ま し く は 、 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 線 の そ れ ぞ れ に 対
す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 印 加 期 間 が 水 平 周 期 の 1／ 3倍 ～ 1倍 ず つ 重 な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 は 好 ま し く は 、
　 基 板 の 上 で 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 に 延 び 、 各 画 素 に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 第 １ の デ
ー タ 線 と 第 ２ の デ ー タ 線 、 を 更 に 備 え て い る 。 そ の 上 、 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣
接 す る 画 素 の う ち 、 少 な く と も １ つ は 第 １ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 残 り は 第 ２ の デ ー タ 線
に 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 の う ち 、 少 な く と
も １ つ は 第 ２ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 残 り は 第 １ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て い る 。 更 に 好 ま
し く は 、 第 １ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 を 、 第 １ の 画 素 、 第 ２ の 画 素 、 及 び
第 ３ の 画 素 、 と し 、 第 ２ の 画 素 行 に 含 ま れ る ３ つ の 隣 接 す る 画 素 で あ り 、 第 １ の 画 素 、 第
２ の 画 素 、 及 び 第 ３ の 画 素 、 の そ れ ぞ れ に 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 で 隣 接 す る ３ つ の 画
素 を 、 第 ４ の 画 素 、 第 ５ の 画 素 、 及 び 第 ６ の 画 素 、 と す る と き 、 第 １ の 画 素 は 第 １ の デ ー
タ 線 に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 画 素 は 第 ２ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 第 ３ の 画 素 は 第 ２ の デ ー タ 線
に 接 続 さ れ 、 第 ４ の 画 素 は 第 １ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 第 ５ の 画 素 は 第 １ の デ ー タ 線 に 接
続 さ れ 、 第 ６ の 画 素 は 第 ２ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て い る 。 そ の 他 に 、 第 １ の 画 素 は 第 ２ の
デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 画 素 は 第 １ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 第 ３ の 画 素 は 第 ２ の デ ー
タ 線 に 接 続 さ れ 、 第 ４ の 画 素 は 第 １ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ 、 第 ５ の 画 素 は 第 ２ の デ ー タ 線
に 接 続 さ れ 、 第 ６ の 画 素 は 第 １ の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て い て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 隣 接 す る ２ つ の 画 素 行 ご と に ３ 本 の ゲ ー ト 線 が 設 け ら
れ 、 特 に そ の う ち の １ 本 が 、 各 画 素 行 に 含 ま れ る 画 素 の い ず れ か に 接 続 さ れ て い る 。 す な
わ ち 、 隣 接 す る ２ つ の 画 素 行 で は い ず れ か の 画 素 が 同 じ ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ 、 同 じ ゲ ー ト
オ ン 電 圧 で 同 時 に 駆 動 さ れ る 。 好 ま し く は 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 、 隣 接 す る ２ つ の 画 素 行 の
一 方 に 含 ま れ る 画 素 に の み 接 続 さ れ た ゲ ー ト 線 、 各 画 素 行 に 含 ま れ る 画 素 に 接 続 さ れ た ゲ
ー ト 線 、 及 び そ れ ら ２ つ の 画 素 行 の 他 方 に 含 ま れ る 画 素 に の み 接 続 さ れ た ゲ ー ト 線 の 順 に
印 加 さ れ る 。 特 に 、 各 ゲ ー ト 線 に 対 す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 印 加 期 間 が 、 水 平 周 期 の 2／ 3倍
ず つ に 設 定 さ れ る 。 こ の よ う に 、 隣 接 す る ２ つ の 画 素 行 の 一 方 に 対 し て の み ゲ ー ト オ ン 電
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圧 が 印 加 さ れ る 期 間 と 、 他 方 に 対 し て の み ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印 加 さ れ る 期 間 と の 間 に 、 各
画 素 行 に 含 ま れ る 画 素 に 対 し て ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 同 時 に 印 加 さ れ る 期 間 が 設 け ら れ て い る
。 従 っ て 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 が 反 転 駆 動 を 行 う 場 合 、 従 来 の 表 示 装 置 で の 反 転 駆
動 と は 異 な り 、 隣 接 す る ２ つ の 画 素 行 で は 一 部 の 画 素 で キ ッ ク バ ッ ク が 同 時 に 生 じ る 。 そ
の 結 果 、 ラ イ ン 反 転 駆 動 で は 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 に 延 び る 縞 状 の ム ラ が 低 減 し 、 列
反 転 駆 動 で は 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 延 び る 縞 状 の ム ラ が 低 減 す る 。 そ れ に 加 え 、 各
画 素 行 に 含 ま れ る 各 画 素 に 対 し 、 極 性 の 異 な る デ ー タ 電 圧 を 異 な る タ イ ミ ン グ で 印 加 す る
こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 画 素 間 で の 画 素 電 圧 の 差 が 抑 え ら れ る の で 、 漏 れ 電 流 等 に 起
因 す る 消 費 電 力 が 削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 好 ま し く は 、 上 記 ３ 本 の ゲ ー ト 線 に 対 す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 印 加 期 間 が 互 い に 重 ね
ら れ て い る 。 そ れ に よ り 、 各 画 素 に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 印 加 時 間 を 十 分 に 長 く 確 保 で き る
。 従 っ て 、 デ ー タ 電 圧 の 印 加 開 始 か ら 各 画 素 の 電 極 間 電 圧 （ 画 素 電 圧 ） が 目 標 値 に 達 す る
ま で の 時 間 を 十 分 に 確 保 し た ま ま 、 各 画 素 に 含 ま れ る 維 持 キ ャ パ シ タ の 容 量 を 十 分 に 大 き
く で き る 。 そ の 結 果 、 画 素 電 圧 に 対 す る キ ッ ク バ ッ ク の 影 響 を 低 減 で き る 。 こ う し て 、 上
記 の 縞 状 の ム ラ を 更 に 効 果 的 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は そ の 他 に 、 隣 接 す る ２ つ の 画 素 行 当 た り ３ 本 の ゲ ー ト 線 と
、 隣 接 す る ３ つ の 画 素 列 当 た り ２ 本 の デ ー タ 線 と を 用 い 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 を 実 現 で き る 。
従 っ て 、 従 来 の 表 示 装 置 で の ド ッ ト 反 転 駆 動 （ 特 に 、 各 画 素 行 に ゲ ー ト 線 が ２ 本 ず つ 付 設
さ れ 、 各 画 素 列 に デ ー タ 線 が ２ 本 ず つ 付 設 さ れ る 場 合 ） と 比 べ 、 ゲ ー ト 線 の 総 数 を 3／ 4倍
に 削 減 で き 、 デ ー タ 線 の 総 数 を 1／ 3倍 に 削 減 で き る 。 従 っ て 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置
で は 、 表 示 パ ネ ル 上 の 回 路 設 計 の 柔 軟 性 を 更 に 高 め る こ と が で き 、 且 つ 各 画 素 の 開 口 率 を
更 に 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 ゲ ー ト 線 及 び デ ー タ 線 の 各 総 数 の 削 減 に よ り 、 そ れ ら の
駆 動 Ｉ Ｃ の 個 数 が 削 減 可 能 で あ る の で 、 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 コ ス ト を 削 減 で き る 。 そ の 上
、 駆 動 Ｉ Ｃ の 個 数 の 減 少 に 伴 い 、 特 に ゲ ー ト 線 の 駆 動 回 路 を 集 積 化 可 能 な 表 示 パ ネ ル 上 の
面 積 が 増 大 す る 。 従 っ て 、 表 示 パ ネ ル 上 に 回 路 を 集 積 化 す る 工 程 で は 十 分 な マ ー ジ ン が 確
保 さ れ 得 る の で 、 そ の 工 程 を 更 に 簡 単 化 で き 、 且 つ そ の 工 程 の 信 頼 性 を 更 に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の 通 り 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 ゲ ー ト 線 、 デ ー タ 線 、 及 び 画 素 の 配 置 を 工
夫 す る こ と に よ り 、 反 転 駆 動 に 起 因 す る 画 素 間 で の 輝 度 の ム ラ を 防 ぎ 、 更 な る 高 画 質 化 を
実 現 で き る 。 更 に 、 反 転 駆 動 に 伴 う 消 費 電 力 を 削 減 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 添 付 さ れ た 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す
る 。
　 図 1に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 表 示
パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300、 ゲ ー ト 駆 動 部 400L、 400R、 デ ー タ 駆 動 部 500、 階 調 電 圧 生 成 部 800
、 及 び 、 信 号 制 御 部 600を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300は 、 複 数 の 表 示 信 号 線 D1～ Dm、 G1～ Gnと 、 マ ト リ ッ ク ス
状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 Pと を 備 え て い る 。
　 表 示 信 号 線 は 、 ゲ ー ト 信 号 （ 「 走 査 信 号 」 と も 呼 ば れ る 。 ） を 供 給 す る 複 数 の ゲ ー ト 線
G1～ Gnと 、 デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る デ ー タ 線 D1～ Dmと 、 を 含 む 。 ゲ ー ト 線 G1～ Gnは 、 互 い に
平 行 に 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 延 び て い る 。 デ ー タ 線 D1～ Dmは 、 互 い に 平 行 に 、 画
素 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 画 素 Pは 、 図 2に 示 さ れ て い る よ う に 、 ゲ ー ト 線 の 一 つ Gi（ i＝ 1、 … 、 n） と デ ー タ 線
の 一 つ Dj（ j＝ 1、 … 、 m） と に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 T、 液 晶 キ ャ パ シ タ Clc、 及 び
維 持 キ ャ パ シ タ Cstを 備 え て い る 。 尚 、 維 持 キ ャ パ シ タ Cstは 必 要 に 応 じ て 省 略 可 能 で あ る
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。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Tは 好 ま し く は 下 部 表 示 パ ネ ル 100に 設 け ら れ た ３ 端 子 素 子 で あ る 。 ス
イ ッ チ ン グ 素 子 Tの 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 Giに 接 続 さ れ 、 入 力 端 子 は デ ー タ 線 Djに 接 続 さ れ
、 出 力 端 子 は 液 晶 キ ャ パ シ タ Clc及 び 維 持 キ ャ パ シ タ Cstに 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcは 、 下 部 表 示 パ ネ ル 100の 画 素 電 極 190と 上 部 表 示 パ ネ ル 200の 共 通 電
極 270と を ２ つ の 端 子 と し て 含 む 。 更 に 、 ２ つ の 電 極 190、 270の 間 の 液 晶 層 3が 誘 電 体 と し
て 機 能 す る 。 画 素 電 極 190は ス イ ッ チ ン グ 素 子 Tに 接 続 さ れ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 Tを 通 し て
デ ー タ 線 Djか ら デ ー タ 電 圧 を 受 け る 。 共 通 電 極 270は 上 部 表 示 パ ネ ル 200の 全 面 に わ た っ て
形 成 さ れ 、 外 部 か ら 共 通 電 圧 Vcomを 受 け る 。 尚 、 図 2と は 異 な り 、 共 通 電 極 270が 下 部 表 示
パ ネ ル 100に 設 け ら れ て い て も 良 い 。 そ の 場 合 、 両 電 極 190、 270は 共 に 、 線 形 ま た は 棒 状
に 形 成 さ れ る 。
　 維 持 キ ャ パ シ タ Cstは 、 下 部 表 示 パ ネ ル 100に 設 け ら れ た 別 の 信 号 線 （ 維 持 電 極 線 。 図 示
せ ず ） と 画 素 電 極 190と の 重 な り 部 分 か ら 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 維 持 電 極 線 に 対 し て は 、
共 通 電 圧 Vcomな ど の 所 定 の 電 圧 が 外 部 か ら 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 カ ラ ー 表 示 を 実 現 す る 方 式 に は 、 各 画 素 に ３ 原 色 の い ず れ か １ 色 を 表 示 さ せ る 空 間 分 割
方 式 と 、 各 画 素 に ３ 原 色 の 各 色 を 時 間 的 に 交 互 に 表 示 さ せ る 時 間 分 割 方 式 と が 知 ら れ て い
る 。 ３ 原 色 の 空 間 的 分 布 、 ま た は 時 間 的 な 変 化 に よ り 、 所 望 の カ ラ ー 画 像 が 画 面 に 表 示 さ
れ る 。 図 2は 空 間 分 割 方 式 の 一 例 で あ り 、 各 画 素 が 、 画 素 電 極 190と 対 応 す る 上 部 表 示 パ ネ
ル 200の 領 域 に カ ラ ー フ ィ ル タ ー 230を 備 え て い る 。 尚 、 図 2の 構 造 の 他 に 、 カ ラ ー フ ィ ル
タ ー 230が 下 部 表 示 パ ネ ル 100の 画 素 電 極 190の 上 ま た は 下 に 形 成 さ れ て い て も 良 い 。 カ ラ
ー フ ィ ル タ ー 230の 色 は 好 ま し く は 、 赤 R、 緑 G、 青 Bの い ず れ か で あ る 。 以 下 、 各 画 素 を 、
そ れ に 含 ま れ る カ ラ ー フ ィ ル タ ー 230の 色 別 に 、 赤 色 画 素 、 緑 色 画 素 、 及 び 青 色 画 素 と 称
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ２ 枚 の 表 示 パ ネ ル 100、 200の 少 な く と も 一 方 の 外 面 に は 偏 光 子 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ
て い る 。 ま た 、 そ の 偏 光 子 と 表 示 パ ネ ル 100、 200と の 間 に 補 償 板 （ 図 示 せ ず ） が 設 置 さ れ
、 液 晶 層 3の 屈 折 率 の 異 方 性 に 起 因 す る 透 過 光 の 偏 光 状 態 の 変 動 が 補 償 さ れ て も 良 い 。
　 ま た 、 上 部 表 示 パ ネ ル 200に は ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス が 形 成 さ れ 、 画 素 間 か ら 漏 れ る 光
を 遮 っ て い て も 良 い 。 そ れ に よ り 、 画 面 の 視 認 性 が 高 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 階 調 電 圧 生 成 部 800は 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る 。 好 ま し く は 階 調 電 圧 が ２ 組 生 成 さ れ
、 一 方 は 共 通 電 圧 Vcomに 対 し て 正 の 値 か ら 成 り 、 他 方 は 負 の 値 か ら 成 る 。
　 デ ー タ 駆 動 部 500は 、 信 号 制 御 部 600、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の デ ー タ 線 D1～ Dm
、 及 び 階 調 電 圧 生 成 部 800に 接 続 さ れ て い る 。 デ ー タ 駆 動 部 500は 、 信 号 制 御 部 600か ら の
映 像 デ ー タ DATに 基 づ い て 階 調 電 圧 生 成 部 800か ら の 階 調 電 圧 の い ず れ か を 選 択 し 、 選 択 さ
れ た 階 調 電 圧 を デ ー タ 電 圧 と し て 、 信 号 制 御 部 600か ら の デ ー タ 制 御 信 号 CONT1の 示 す タ イ
ミ ン グ で 、 目 標 の デ ー タ 線 D1～ Dmに 対 し て 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 対 の ゲ ー ト 駆 動 部 400L、 400Rは 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス を 隔 て て 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ
リ 300の 両 側 に 配 置 さ れ て い る 。 尚 、 一 対 の ゲ ー ト 駆 動 部 400L、 400Rが 液 晶 表 示 パ ネ ル ア
セ ン ブ リ 300の 同 じ 側 に 配 置 さ れ て い て も 良 い 。 各 ゲ ー ト 駆 動 部 400L、 400Rは 、 信 号 制 御
部 600、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の ゲ ー ト 線 G1～ Gn、 及 び 電 源 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ
れ て い る 。 こ こ で 、 隣 接 す る ３ 本 の ゲ ー ト 線 の 各 組 G1～ G3、 … 、 Gn－ 2～ Gnで は 、 両 端 の
２ 本 G1、 G3、 … 、 Gn－ 2、 Gnが 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 400Lに 接 続 さ れ 、 真 ん 中 の １ 本 G2、 …
、 Gn－ 1が 第 ２ の ゲ ー ト 駆 動 部 400Rに 接 続 さ れ て い る 。 そ の 他 に 、 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 400
Lが 更 に ２ つ の 駆 動 部 （ 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 と 第 ３ の ゲ ー ト 駆 動 部 ） に 分 割 さ れ 、 第 １ の
ゲ ー ト 駆 動 部 に ゲ ー ト 線 の 各 組 の 一 本 G1、 … 、 Gn－ 2が 接 続 さ れ 、 第 ３ の ゲ ー ト 駆 動 部 に
ゲ ー ト 線 の 各 組 の 残 り の 一 本 G3、 … 、 Gnが 接 続 さ れ て い て も 良 い 。 各 ゲ ー ト 駆 動 部 400L、
400Rは 、 外 部 の 電 源 か ら ゲ ー ト オ ン 電 圧 Von及 び ゲ ー ト オ フ 電 圧 Voffを 受 け 、 そ れ ら の い
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ず れ か を ゲ ー ト 信 号 と し て 、 信 号 制 御 部 600か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT2の 示 す タ イ ミ ン グ
で 、 ゲ ー ト 線 G1～ Gnに 対 し て 順 番 に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 400L、 400R、 及 び デ ー タ 駆 動 部 500は 好 ま し く は 複 数 の Ｉ Ｃ チ ッ プ に 集 積
さ れ 、 Ｔ Ｃ Ｐ （ tape carrier package） （ 図 示 せ ず ） で 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300に
実 装 さ れ る 。 そ の 他 に 、 表 示 パ ネ ル の ガ ラ ス 基 板 の 上 に 上 記 の チ ッ プ が 直 接 実 装 さ れ て い
て も 良 い （ Ｃ Ｏ Ｇ （ chip on glass） ） 。 更 に 、 そ れ ら の チ ッ プ と 同 等 な 回 路 が 、 各 画 素
の 積 層 構 造 と 一 緒 に 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300に 直 接 形 成 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 信 号 制 御 部 600は 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク コ ン ト ロ ー ラ （ 図 示 せ ず ） か ら 、 入 力 映 像 信 号 R
、 G、 B、 及 び 入 力 制 御 信 号 （ 例 え ば 、 垂 直 同 期 信 号 Vsync、 水 平 同 期 信 号 Hsync、 メ イ ン ク
ロ ッ ク CLK、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DEな ど ） を 受 信 す る 。 信 号 制 御 部 600は 、 受 信 さ れ た 入
力 映 像 信 号 R、 G、 Bを 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の 動 作 条 件 に 合 わ せ て 適 切 に 処 理 し 、
映 像 デ ー タ DATを 生 成 す る 。 こ こ で 、 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bの 処 理 に は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア
セ ン ブ リ 300の 画 素 配 列 に 合 わ せ て 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bを 再 配 列 す る 動 作 が 含 ま れ る 。 一
方 、 信 号 制 御 部 600は 入 力 制 御 信 号 に 基 づ き 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1及 び デ ー タ 制 御 信 号 CO
NT2な ど を 生 成 す る 。 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1は ゲ ー ト 駆 動 部 400L、 400Rに 送 ら れ 、 デ ー タ 制
御 信 号 CONT2は デ ー タ 駆 動 部 500に 送 ら れ る 。 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1は 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Von
の 出 力 開 始 を 指 示 す る 垂 直 同 期 開 始 信 号 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 出 力 時 期 を 制 御 す る ゲ ー
ト ク ロ ッ ク 信 号 、 及 び ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonの 持 続 時 間 を 限 定 す る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 な ど
を 含 む 。 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2は 、 映 像 デ ー タ DATの 送 信 開 始 を 知 ら せ る 水 平 同 期 開 始 信 号
、 デ ー タ 線 D1～ Dmへ の デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 指 示 す る ロ ー ド 信 号 、 共 通 電 圧 Vcomに 対 す る デ
ー タ 電 圧 の 極 性 （ 以 下 、 単 に デ ー タ 電 圧 の 極 性 と 略 す 。 ） の 反 転 を 指 示 す る 反 転 信 号 、 及
び デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 な ど を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 で は 、 ゲ ー ト 線 、 デ ー タ 線 、 及 び 画 素 の 配 置 に つ い て 図 3を 参 照 し な が ら 説 明 す る
。
　 隣 接 す る ３ 本 の ゲ ー ト 線 の 組 G1～ G3、 G4～ G6は そ れ ぞ れ 、 隣 接 す る ２ つ の 画 素 行 の そ れ
ぞ れ に 対 応 づ け ら れ て い る 。 各 ゲ ー ト 線 は 各 画 素 行 の 間 に 配 置 さ れ 、 各 画 素 の ス イ ッ チ ン
グ 素 子 （ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ） Tに 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 隣 接 す る 一 対 の デ ー タ 線 D1と D2
、 D3と D4、 D5と D6は そ れ ぞ れ 、 隣 接 す る ３ つ の 画 素 列 の そ れ ぞ れ に 対 応 づ け ら れ て い る 。
各 デ ー タ 線 は 各 画 素 列 の 間 に 配 置 さ れ 、 各 画 素 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Tに 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 複 数 の 画 素 は 、 行 方 向 で 隣 接 す る ３ つ の 画 素 R、 G、 Bか ら 成 る 画 素 群 に 分 け ら れ て い る
。 好 ま し く は 、 そ れ ら ３ つ の 画 素 が 、 赤 色 画 素 R、 緑 色 画 素 G、 及 び 青 色 画 素 Bで あ る 。 更
に 好 ま し く は 、 各 画 素 が 同 じ 面 積 で あ る 。 各 画 素 群 は 更 に 列 方 向 に 揃 え ら れ 、 上 記 一 対 の
デ ー タ 線 （ D1と D2、 D3と D4、 D5と D6） の 間 に 挟 ま れ て い る 。 各 画 素 群 の 外 側 の 画 素 R、 Bは
そ れ ぞ れ 、 直 近 の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て い る 。 各 画 素 群 の 中 心 の 画 素 Gは 、 画 素 行 ご と に
反 対 側 の デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て い る 。 図 3で は 、 隣 接 す る ２ つ の 画 素 行 の う ち 、 上 側 の 画
素 行 に 含 ま れ る 各 画 素 群 の 中 心 の 画 素 Gは 、 そ の 画 素 群 を 挟 ん で 対 向 す る 一 対 の デ ー タ 線
の う ち 、 右 側 の 一 つ （ 第 ２ の デ ー タ 線 D2、 D4、 D6） に 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 下 側 の 画 素
行 に 含 ま れ る 各 画 素 群 の 中 心 の 画 素 Gは 、 上 記 一 対 の デ ー タ 線 の う ち 、 左 側 の 一 つ （ 第 １
の デ ー タ 線 D1、 D3、 D5） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 列 方 向 で 隣 接 す る ２ つ の 画 素 群 は そ れ ぞ れ 、 上 記 ３ 本 の ゲ ー ト 線 の う ち 、 外 側 の ２ 本 の
間 （ す な わ ち 、 第 １ の ゲ ー ト 線 G1、 G4と 第 ３ の ゲ ー ト 線 G3、 G6と の 間 ） に 挟 ま れ て い る 。
更 に 、 そ れ ら ２ つ の 画 素 群 の 間 に 、 上 記 ３ 本 の ゲ ー ト 線 の 真 ん 中 の １ 本 （ 第 ２ の ゲ ー ト 線
G2、 G5） が 延 び て い る 。 図 3で は 、 第 １ の ゲ ー ト 線 G1、 G4は 、 直 下 の 画 素 行 に 含 ま れ る 各
画 素 群 の 外 側 に 位 置 す る ２ つ の 画 素 （ 第 １ の 画 素 R1、 第 ３ の 画 素 B3） の 各 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ Tに 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の ゲ ー ト 線 G2、 G5は 、 上 下 ２ つ の 画 素 行 の そ れ ぞ れ に 含 ま れ
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る 各 画 素 群 の 真 ん 中 に 位 置 す る 画 素 （ 第 ２ の 画 素 G2、 第 ５ の 画 素 G5） の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
に 接 続 さ れ て い る 。 第 ３ の ゲ ー ト 線 G3、 G6は 、 直 上 の 画 素 行 に 含 ま れ る 各 画 素 群 の 外 側 に
位 置 す る ２ つ の 画 素 （ 第 ４ の 画 素 R4、 第 ６ の 画 素 B6） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 行 方 向 で 隣 接 す る ３ つ
の 画 素 R、 G、 Bが 一 つ の 画 素 群 を 構 成 し 、 列 方 向 で 隣 接 す る ２ つ の 画 素 群 （ 図 3に 示 さ れ て
い る 点 線 で 囲 ま れ た 部 分 ） が 一 つ の ブ ロ ッ ク を 構 成 し て い る 。 更 に 、 合 計 で ６ つ の 画 素 R1
、 G2、 B3、 R4、 G5、 B6か ら 成 る そ の ブ ロ ッ ク が 複 数 個 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 尚 、 各 ブ ロ ッ ク に 含 ま れ る ６ つ の 画 素 と 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 線 と の 間 の 接 続 、 及 び
、 そ れ ら ６ つ の 画 素 と 第 １ の デ ー タ 線 ま た は 第 ２ の デ ー タ 線 と の 間 の 接 続 は そ の 他 に も 変
更 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 第 １ の デ ー タ 線 と 第 ２ の デ ー タ 線 と の そ れ ぞ れ に 、 各 ブ ロ ッ ク
に 含 ま れ る ６ つ の 画 素 が 半 分 ず つ 接 続 さ れ 、 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 線 の そ れ ぞ れ に 1／ 3
ず つ 接 続 さ れ て い れ ば 良 い 。 例 え ば 、 各 ブ ロ ッ ク に 含 ま れ る 二 つ の 画 素 群 の 真 ん 中 の 画 素
（ 第 ２ の 画 素 と 第 ５ の 画 素 ） が そ れ ぞ れ 、 図 3に 示 さ れ て い る デ ー タ 線 と は 反 対 側 の デ ー
タ 線 に 接 続 さ れ て い て も 良 い 。 す な わ ち 、 第 ２ の 画 素 G2が 第 １ の デ ー タ 線 D1に 接 続 さ れ 、
第 ５ の 画 素 G5が 第 ２ の デ ー タ 線 D2に 接 続 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 の 配 置 は 、 各 画 素 列 に デ ー タ 線 を ２ 本 ず つ 付 設 す る 従 来 の 表 示 装 置 と 比 べ 、 デ ー タ
線 の 総 数 を 1／ 3に 削 減 で き る 。 そ の 結 果 、 デ ー タ 駆 動 Ｉ Ｃ の 個 数 を 削 減 で き る 。 上 記 の 配
置 は 更 に 、 各 画 素 行 に ゲ ー ト 線 を ２ 本 ず つ 付 設 す る 従 来 の 表 示 装 置 と 比 べ 、 ゲ ー ト 線 の 総
数 を 3／ 4に 削 減 で き る 。 そ の 結 果 、 ゲ ー ト 駆 動 Ｉ Ｃ の 個 数 を 削 減 で き る 。 デ ー タ 線 や ゲ ー
ト 線 の 総 数 の 削 減 は 更 に 、 各 画 素 の 開 口 率 を 高 め る 。 一 方 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 （ 例 え ば シ フ
ト レ ジ ス タ ） の 面 積 が 減 る （ 特 に 第 １ の ゲ ー ト 駆 動 部 400Lで は 2／ 3に 減 る ） の で 、 表 示 パ
ネ ル 上 で は ゲ ー ト 駆 動 回 路 領 域 の マ ー ジ ン が 拡 大 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ に 含 ま れ る 下 部 表 示 パ ネ ル 100の 構 造 の 詳 細 に つ い て
図 4、 5を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
下 部 表 示 パ ネ ル 100は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル で あ る 。 下 部 表 示 パ ネ ル 100で は 、 透 明
な ガ ラ ス な ど の 絶 縁 基 板 110の 上 に ゲ ー ト 線 121a、 121b、 121cが 形 成 さ れ て い る 。 特 に 、
図 4に 示 さ れ て い る ３ 本 の ゲ ー ト 線 121a、 121b、 121cが 上 記 の 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 線
の 組 を 構 成 し て い る 。 尚 、 複 数 の 維 持 電 極 線 が ゲ ー ト 線 と 一 緒 に 、 絶 縁 基 板 110の 上 に 形
成 さ れ て い て も 良 い 。 各 ゲ ー ト 線 121a、 121b、 121cの 一 部 は 各 画 素 の 付 近 で 列 方 向 に 突 出
し 、 ゲ ー ト 電 極 124を 成 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ゲ ー ト 線 121a、 121b、 121cの 上 に は ゲ ー ト 絶 縁 膜 140が 形 成 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 1
40は 好 ま し く は 酸 化 膜 や 窒 化 膜 を 含 む 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は 、 シ リ コ ン 膜 を 含 む 活
性 層 151が 形 成 さ れ て い る 。 活 性 層 151の 上 に は 、 シ リ サ イ ド 、 ま た は 、 不 純 物 が ド ー プ さ
れ た シ リ コ ン 膜 、 を 含 む オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 層 161が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 オ ー ミ ッ ク コ ン タ ク ト 層 161の 上 に は ド レ イ ン 電 極 175と デ ー タ 線 171a、 171bと が 形 成 さ
れ て い る 。 各 デ ー タ 線 171a、 171bの 一 部 は 各 画 素 の 付 近 で 行 方 向 に 延 び 、 ソ ー ス 電 極 174
を 形 成 し て い る 。 特 に 、 図 4に 示 さ れ て い る ２ 本 の デ ー タ 線 171a、 171bが 、 上 記 の 第 １ の
デ ー タ 線 と 第 ２ の デ ー タ 線 と の 対 を 構 成 し て い る 。 ソ ー ス 電 極 174と ド レ イ ン 電 極 175と は
、 ゲ ー ト 電 極 124の 上 方 で 、 所 定 の 距 離 を 隔 て て 対 向 し て い る 。 ゲ ー ト 電 極 124、 ソ ー ス 電
極 174、 ド レ イ ン 電 極 175、 及 び そ れ ら の 間 に 挟 ま れ た 活 性 層 151の 部 分 が 一 つ の 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ を 構 成 し 、 上 記 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 Tと し て 利 用 さ れ る 。 そ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
の チ ャ ン ネ ル は 、 ソ ー ス 電 極 174と ド レ イ ン 電 極 175と の 間 に 挟 ま れ た 活 性 層 151の 部 分 に
形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ゲ ー ト 電 極 124、 ソ ー ス 電 極 174、 及 び ド レ イ ン 電 極 175の 上 に は 保 護 膜 180が 形 成 さ れ て
い る 。 各 画 素 を 覆 う 保 護 膜 180の 部 分 に は コ ン タ ク ト ホ ー ル 181が 形 成 さ れ 、 そ こ か ら ド レ
イ ン 電 極 175が 露 出 し て い る 。
　 各 画 素 を 覆 う 保 護 膜 180の 上 に は 画 素 電 極 190が 一 つ ず つ 形 成 さ れ て い る 。 画 素 電 極 190
は 好 ま し く は 、 イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 物 （ Ｉ Ｔ Ｏ ） ま た は イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 酸 化 物 （ Ｉ Ｚ Ｏ ） か
ら 成 る 。 画 素 電 極 190は コ ン タ ク ト ホ ー ル 181を 介 し て ド レ イ ン 電 極 175と 物 理 的 ・ 電 気 的
に 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が タ ー ン オ ン す る と き 、 画 素 電 極 190に 対
し て ド レ イ ン 電 極 175か ら デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 そ の と き 、 画 素 電 極 190と 図 2に 示 さ
れ て い る 共 通 電 極 270と の 間 に は 電 場 が 生 成 さ れ 、 そ れ に よ り 、 そ れ ら ２ つ の 電 極 190、 27
0間 に 挟 ま れ た 液 晶 層 3で は 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 変 化 す る 。
　 画 素 電 極 190の 上 に は 更 に 配 向 膜 （ 図 示 せ ず ） が 塗 布 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 尚 、 ゲ ー ト 線 121a、 121b、 121c、 デ ー タ 線 171a、 171b、 ソ ー ス 電 極 174、 及 び ド レ イ ン
電 極 175は 好 ま し く は 、 Cr、 Mo、 W、 Cr／ Al、 Cu、 Al（ Nd） 、 Mo／ Al、 Mo／ Al（ Nd） 、 及 び
Cr／ Al（ Nd） の 少 な く と も い ず れ か を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 1に 示 さ れ て い る 液 晶 表 示 装 置 は 以 下 の よ う に 動 作 す る 。
　 ま ず 、 信 号 制 御 部 600が 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク コ ン ト ロ ー ラ （ 図 示 せ ず ） か ら 入 力 映 像
信 号 R、 G、 B及 び 入 力 制 御 信 号 を 受 信 す る 。 信 号 制 御 部 600は 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bを 映 像
デ ー タ DATに 変 換 し 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1及 び デ ー タ 制 御 信 号 CONT2を 生 成 す る 。 映 像 デ
ー タ DATと ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1と は ゲ ー ト 駆 動 部 400L、 400Rに 送 ら れ 、 デ ー タ 制 御 信 号 CO
NT2は デ ー タ 駆 動 部 500に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 500は デ ー タ 制 御 信 号 CONT2に 従 い 、 各 画 素 行 に 対 す る 映 像 デ ー タ DATを 半
分 ず つ 順 番 に 受 信 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 500は 続 い て 、 階 調 電 圧 生 成 部 800に よ り 生 成 さ れ た
階 調 電 圧 の 中 か ら 、 映 像 デ ー タ DATに 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し 、 デ ー タ 電 圧 と し て 目 標
の デ ー タ 線 D1－ Dmに 対 し 、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2の 示 す タ イ ミ ン グ で 印 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 400L、 400Rは ゲ ー ト 制 御 信 号 CONT1に 従 い 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 Vonを ゲ ー ト 線
G1～ Gnに 対 し て 順 番 に 印 加 す る 。 そ れ に よ り 、 各 ゲ ー ト 線 G1～ Gnに 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ン
グ 素 子 Tが タ ー ン オ ン す る 。 更 に 、 そ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 Tに 接 続 さ れ た デ ー タ 線 D1～ Dmか
ら デ ー タ 電 圧 が 、 タ ー ン オ ン し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 Tを 介 し て そ の 画 素 の 画 素 電 極 190に 対
し て 印 加 さ れ る 。 そ の デ ー タ 電 圧 と 共 通 電 圧 Vcomと の 間 の 差 が 、 液 晶 キ ャ パ シ タ Clcの 両
端 電 圧 、 す な わ ち 、 画 素 電 圧 と し て 現 れ る 。 画 素 電 極 190と 共 通 電 極 270と の 間 の 液 晶 層 3
で は 、 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 画 素 電 圧 に 応 じ て 変 化 す る 。 そ れ に 伴 い 、 液 晶 層 3を 通 過 す
る 光 の 偏 光 方 向 が 変 化 す る 。 こ の 偏 光 方 向 の 変 化 が 、 表 示 パ ネ ル 100、 200に 設 置 さ れ た 偏
光 子 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 、 各 画 素 の 透 過 率 の 変 化 と し て 現 れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 好 ま し く は 、 水 平 周 期 の 2／ 3倍 に 等 し い 周 期 で 、 デ ー タ 駆 動 部 500と ゲ ー ト 駆 動 部 400L
、 400Rと が 上 記 の 動 作 を 繰 り 返 す 。 そ れ に よ り 、 1フ レ ー ム 中 に 全 て の ゲ ー ト 線 に 対 し て
順 番 に ゲ ー ト オ ン 電 圧 を 印 加 し 、 全 て の 画 素 に 対 し て デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 。 更 に 、 次 の
フ レ ー ム で は 、 デ ー タ 駆 動 部 500に 対 す る 反 転 信 号 の 状 態 が 制 御 さ れ 、 各 画 素 に 対 し て 印
加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 直 前 の フ レ ー ム で の 極 性 か ら 反 転 す る （ フ レ ー ム 反 転 駆 動 ）
。 更 に 、 同 じ フ レ ー ム 内 で も 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 、 画 素 列 ご と に 、 画 素 行 ご と に 、 ま た
は 画 素 ご と に 反 転 す る （ 列 反 転 駆 動 、 ラ イ ン 反 転 駆 動 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 、 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 列 反 転 駆 動 に つ い て 、 図 6、 7を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 図 6に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ の デ ー タ 線 と 第 ２ の デ ー タ 線 と の 間 で は デ ー タ 電 圧 の
極 性 が 反 対 で あ る 。 従 っ て 、 そ れ ら 一 対 の デ ー タ 線 の 間 に 挟 ま れ た 画 素 群 R、 G、 Bで は 、
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外 側 の 画 素 （ 第 １ の 画 素 R、 第 ３ の 画 素 B） に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 反 対 で あ る 。 一 方
、 列 方 向 で は 、 第 １ の 画 素 Rに 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 等 し く 、 第 ３ の 画 素 Bに 対 す る デ
ー タ 電 圧 の 極 性 が 等 し い 。 こ う し て 、 列 反 転 駆 動 が 実 現 す る 。 更 に 、 第 １ の ゲ ー ト 線 G1と
第 ３ の ゲ ー ト 線 G3と に 挟 ま れ た ２ つ の 画 素 群 で は 、 中 央 の 画 素 （ 第 ２ の 画 素 ） Gに 対 す る
デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 反 対 で あ る 。 す な わ ち 、 第 ２ の 画 素 か ら 成 る 画 素 列 で は 、 デ ー タ 電 圧
の 極 性 が 画 素 ご と に 反 転 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 7に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 線 G1、 G2、 G3の そ れ ぞ れ に 対 し て
は ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 、 連 続 す る ２ つ の 水 平 期 間 （ 1H） 中 に 、 水 平 周 期 の 2／ 3倍 に 等 し い 時
間 （ 2／ 3H） ず つ 順 番 に 印 加 さ れ る 。 図 7で は 、 第 １ の ゲ ー ト 線 G1、 第 ２ の ゲ ー ト 線 G2、 及
び 第 ３ の ゲ ー ト 線 G3の 順 に ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 尚 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 が そ れ ら ３
本 の ゲ ー ト 線 G1、 G2、 G3に 対 し 、 異 な る 順 番 で 印 加 さ れ て も 良 い 。 更 に 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧
の 印 加 さ れ る ゲ ー ト 線 が 切 り 換 え ら れ る ご と に 、 デ ー タ 電 圧 が 切 り 換 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 最 初 の 2／ 3H中 に 第 １ の ゲ ー ト 線 G1に 対 し て ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 第 １ の ゲ
ー ト 線 G1に 接 続 さ れ た 第 １ の 画 素 R及 び 第 ３ の 画 素 Bに デ ー タ 電 圧 が 供 給 さ れ る （ 図 6参 照
） 。 ２ 番 目 の 2／ 3H中 に 第 ２ の ゲ ー ト 線 G2に ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 第 ２ の ゲ ー
ト 線 G2に 接 続 さ れ た 第 ２ の 画 素 G及 び 第 ５ の 画 素 Gに デ ー タ 電 圧 が 供 給 さ れ る 。 ３ 番 目 の 2
／ 3H中 に 第 ３ の ゲ ー ト 線 G3に 対 し て ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 第 ３ の ゲ ー ト 線 G3に
接 続 さ れ た 第 ４ の 画 素 R及 び 第 ６ の 画 素 Bに デ ー タ 電 圧 が 供 給 さ れ る 。 こ の よ う に 、 隣 接 す
る ２ つ の 画 素 行 の 一 方 に 対 し て の み ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印 加 さ れ る 期 間 と 、 他 方 に 対 し て の
み ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印 加 さ れ る 期 間 と の 間 に 、 各 画 素 行 に 含 ま れ る 画 素 に 対 し て ゲ ー ト オ
ン 電 圧 が 同 時 に 印 加 さ れ る 期 間 が 設 け ら れ て い る 。 そ れ に よ り 、 隣 接 す る ２ つ の 画 素 行 で
は 一 部 の 画 素 で キ ッ ク バ ッ ク が 同 時 に 生 じ る 。 そ の 結 果 、 列 反 転 駆 動 で は 行 方 向 に 延 び る
縞 状 の ム ラ が 低 減 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 7で は 、 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 線 に 対 す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 印 加 期 間 が 互 い に ず れ
て い る 。 そ れ に よ り 、 画 素 間 で の 画 素 電 圧 の 差 が 抑 え ら れ る の で 、 漏 れ 電 流 等 に 起 因 す る
消 費 電 力 が 削 減 さ れ る 。
　 そ の 他 に 、 図 7と は 異 な り 、 第 １ な い し 第 ３ の ゲ ー ト 線 に 対 す る ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 印 加
期 間 を 互 い に 重 ね て も 良 い （ 図 示 せ ず ） 。 好 ま し く は 、 そ の 重 複 期 間 の 長 さ が 1／ 3H～ 1H
で あ る 。 そ れ に よ り 、 そ の 重 複 期 間 中 に 各 画 素 の 液 晶 キ ャ パ シ タ （ 及 び 維 持 キ ャ パ シ タ ）
を 予 備 充 電 で き る 。 従 っ て 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 印 加 期 間 中 に 画 素 電 圧 を 目 標 の レ ベ ル ま で
確 実 に 到 達 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 キ ッ ク バ ッ ク の 影 響 が 弱 め ら れ る の で 、 列 反
転 駆 動 で は 行 方 向 に 延 び る 縞 状 の ム ラ が 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 、 図 8、 9、 10を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 説 明
す る 。 尚 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 な 部 分 に つ い て は 、 上 述 の 説 明 を 援 用 す る 。
　 図 8に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 第 １ の 実 施 形 態
に よ る 液 晶 表 示 装 置 と は 異 な り 、 ゲ ー ト 駆 動 部 400が 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ 300の 片 側
だ け に 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 全 て の ゲ ー ト 線 G1～ Gnが 同 じ ゲ ー ト 駆 動 部 400に 接 続 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 で は 更 に 、 第 １ の 実 施 形 態 と は 、 一 つ の ブ ロ ッ ク を 構 成 す る ６ つ の 画 素
と 一 組 の ゲ ー ト 線 G1～ G3と の 間 の 接 続 、 及 び 、 そ れ ら ６ つ の 画 素 と 一 対 の デ ー タ 線 D1、 D2
と の 間 の 接 続 が い ず れ も 異 な る 。
　 図 9で は 、 第 １ の ゲ ー ト 線 G1、 G4は 、 直 下 の 画 素 群 の 真 ん 中 に 位 置 す る 第 ２ の 画 素 G2と
、 右 端 に 位 置 す る 第 ３ の 画 素 B3と に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の ゲ ー ト 線 G2、 G5は 、 直 上 の 画
素 群 の 左 端 に 位 置 す る 第 １ の 画 素 R1と 、 直 下 の 画 素 群 の 右 端 に 位 置 す る 第 ６ の 画 素 B6と に
接 続 さ れ て い る 。 第 ３ の ゲ ー ト 線 G3、 G6は 、 直 下 の 画 素 群 の 左 端 に 位 置 す る 第 ４ の 画 素 R4
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と 、 真 ん 中 に 位 置 す る 第 ５ の 画 素 G5と に 接 続 さ れ て い る 。
　 一 方 、 第 １ の デ ー タ 線 D1は 、 第 ２ の 画 素 G2、 第 ４ の 画 素 R4、 及 び 第 ６ の 画 素 G6に 接 続 さ
れ て い る 。 第 ２ の デ ー タ 線 D2は 、 第 １ の 画 素 R1、 第 ３ の 画 素 B3、 及 び 第 ５ の 画 素 G5に 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ の 他 に 、 例 え ば 、 第 １ の 画 素 R1が 第 １ の ゲ ー ト 線 G1と 第 １ の デ ー タ 線 D1と に 接 続 さ れ
、 第 ２ の 画 素 G2が 第 １ の ゲ ー ト 線 G1と 第 ２ の デ ー タ 線 D2と に 接 続 さ れ 、 第 ３ の 画 素 B3が 第
２ の ゲ ー ト 線 G2と 第 １ の デ ー タ 線 D1と に 接 続 さ れ て い て も 良 い 。 更 に 、 第 ４ の 画 素 R4が 第
３ の ゲ ー ト 線 G3と 第 ２ の デ ー タ 線 D2と に 接 続 さ れ 、 第 ５ の 画 素 G5が 第 ２ の ゲ ー ト 線 G2と 第
１ の デ ー タ 線 D1と に 接 続 さ れ 、 第 ６ の 画 素 B6が 第 ２ の ゲ ー ト 線 G2と 第 ２ の デ ー タ 線 D2と に
接 続 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 ド ッ ト 反 転 駆 動 、 列 反 転 駆 動 、 ラ イ ン 反 転 駆 動
及 び フ レ ー ム 反 転 駆 動 を 実 現 可 能 で あ る 。 以 下 、 ラ イ ン 反 転 駆 動 に つ い て 図 10を 参 照 し な
が ら 説 明 す る 。
　 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る ラ イ ン 反 転 駆 動 で は 、 列 方 向 だ け で な く 行 方 向 で も 画 素 ご と に デ
ー タ 電 圧 が 反 転 し 、 実 質 的 に は ド ッ ト 反 転 駆 動 と 等 価 で あ る 。 例 え ば 図 9に 示 さ れ て い る
よ う に 、 画 素 と デ ー タ 線 と の 間 、 及 び 画 素 と ゲ ー ト 線 と の 間 が 接 続 さ れ て い る 場 合 は 下 記
の 通 り で あ る 。 第 １ の ゲ ー ト 線 G1に 対 し て ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 第 １ の ゲ ー ト
線 G1に 接 続 さ れ た 第 ２ の 画 素 G2に 対 し て は 第 １ の デ ー タ 線 D1か ら 正 （ ＋ ） の デ ー タ 電 圧 が
印 加 さ れ 、 第 ３ の 画 素 B3に 対 し て は 第 ２ の デ ー タ 線 D2か ら 負 （ － ） の デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ
れ る 。 続 い て 、 第 ２ の ゲ ー ト 線 G2に 対 し て ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 第 ２ の ゲ ー ト
線 G2に 接 続 さ れ た 第 １ の 画 素 R1に 対 し て は 第 ２ の デ ー タ 線 D2か ら 負 （ － ） の デ ー タ 電 圧 が
印 加 さ れ 、 第 ６ の 画 素 B6に 対 し て は 第 １ の デ ー タ 線 D1か ら 正 （ ＋ ） の デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ
れ る 。 更 に 、 第 ３ の ゲ ー ト 線 G3に 対 し て ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 第 ３ の ゲ ー ト 線
G3に 接 続 さ れ た 第 ４ の 画 素 R4に 対 し て は 第 １ の デ ー タ 線 D1か ら 正 （ ＋ ） の デ ー タ 電 圧 が 印
加 さ れ 、 第 ５ の 画 素 G5に 対 し て は 第 ２ の デ ー タ 線 D2か ら 負 （ － ） の デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に 、 デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 列 方 向 と 行 方 向 と の 両 方 で 画 素 ご と に 反 転 す る 。 更 に
、 ６ つ の 画 素 R1、 G2、 B3、 R4、 G5、 B6で 構 成 さ れ る 一 つ の ブ ロ ッ ク に 対 し て は 、 正 負 両 極
性 の デ ー タ 電 圧 が 常 に 同 時 に 印 加 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 各 ブ ロ ッ ク 内 で は 各 画 素 で 生 じ る
キ ッ ク バ ッ ク の 影 響 が 相 殺 さ れ る の で 、 画 素 電 圧 の 差 に 起 因 す る 画 素 間 で の 輝 度 ム ラ が 抑
え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 こ れ
ら は 単 な る 例 示 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は そ れ ら に は 限 定 さ れ な い 。 実 際 、 当 業 者
で あ れ ば 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お い て 請 求 さ れ て い る 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 す る こ と な く 、 種
々 の 変 更 が 可 能 で あ ろ う 。 従 っ て 、 そ れ ら の 変 更 も 当 然 に 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る
と 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に 含 ま れ る 一 つ の 画 素 の 構 成 を 示 す
模 式 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 マ ト リ ッ ク ス を 模 式
的 に 示 す 平 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル に 含 ま れ る １ ブ ロ ッ
ク の 平 面 図
【 図 ５ 】 図 4に 示 さ れ て い る 直 線 A－ Aに 沿 っ た 断 面 図
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【 図 ６ 】 図 3に 示 さ れ て い る 画 素 マ ト リ ッ ク ス に つ い て 、 ラ イ ン 反 転 駆 動 時 で の デ ー タ 電
圧 の 極 性 の 分 布 を 示 す 平 面 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で 使 用 さ れ る ゲ ー ト オ ン 電 圧 の 波 形
図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に 含 ま れ る 画 素 マ ト リ ッ ク ス を 模 式
的 に 示 す 平 面 図
【 図 １ ０ 】 図 9に 示 さ れ て い る 画 素 マ ト リ ッ ク ス に つ い て 、 ラ イ ン 反 転 駆 動 時 で の デ ー タ
電 圧 の 極 性 の 分 布 を 示 す 平 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 100： 下 部 表 示 パ ネ ル （ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル ）
　 200： 上 部 表 示 パ ネ ル
　 300： 液 晶 表 示 パ ネ ル ア セ ン ブ リ
　 400： ゲ ー ト 駆 動 部
　 500： デ ー タ 駆 動 部
　 600： 信 号 制 御 部
　 800： 階 調 電 圧 生 成 部
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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